
申込み締切

まで5.1 金

申込み方法

備       考

申込みフォーム

２０２６年度

①申込みフォームから
　URLはこちら https://forms.gle/CNutLhN1kdAwigq29

②メールでのお申込み(mitodonguri@gmail.com)
　件名を「2026年度心理臨床セミナー申込み」にし、
　「氏名（フリガナ）」「住所」「電話番号」「メールアドレス」「ご所属」

　「職種・臨床心理士の方は登録番号」「ご希望のセミナー」「2025年度
　に参加したどんぐりセミナー名」を本文に記載してください。

心理臨床セミナー

みとカウンセリングルームどんぐり

※送付いただいた個人情報は、上記の利用目的のみに使用し、第三者に提供することはございません。

各セミナー詳細は次ページ＞＞＞

ロールシャッハ･包括システム事例検討セミナー

講師 佐藤唯

全10回 第4金曜 19時15分〜21時15分 オンライン開催
参加費　27,500円

（包括システムセミナー参加者・学生 24,750円） 

臨床心理士・公認心理師

通いのエンカウンターグループ

ファシリテーター 大築明生

全6回 5月〜10月の第2日曜 10時〜12時 対面開催

参加費　19,800円 

公認心理師

援助者のための箱庭療法グループ

講師 佐藤弘

全10回 第1日曜 10時〜12時 対面開催

参加費　38,500円
（前年度箱庭グループ参加者・今年度同時申込み・学生 34,650円）

臨床心理士・公認心理師

全8回 第2火曜 19時〜21時 オンライン開催

精神分析的心理療法入門セミナー

「発達障害へのアプローチ」（Aコース）

参加費　29,700円 

講師 人見健太郎 臨床心理士

（前年度人見セミナーor「発達障害」セミナー参加者 27,500円） 

連想テキスト法による事例検討コース

（Cコース）

全8回 第3金曜 19時半〜21時半 対面開催
参加費　29,700円

講師 人見健太郎 臨床心理士

（前年度人見セミナー参加者 27,500円） 

ロールシャッハ法･事例検討セミナー

（Bコース）

全8回 第3火曜 19時〜21時半 オンライン開催
参加費　33,000円

講師 人見健太郎 臨床心理士

（前年度人見セミナー参加者 29,700円） 

精神分析的心理療法応用セミナー

「精神分析とトラウマの現在」（Dコース）

全8回 第2金曜 19時半〜22時 オンライン開催
参加費　33,000円

講師 人見健太郎 臨床心理士

（前年度人見セミナー参加者 29,700円） 

学校臨床セミナー

ワークディスカッション･グループ
講師 伊藤和也

全10回 第4木曜 19時〜21時半 オンライン開催
参加費　33,000円

臨床心理士・公認心理師

（前年度学校臨床or心理療法セミナー参加者 26,400円） 

心理療法セミナー

心理療法導入以前の関わりについて学ぶ(愛着障害)

講師 伊藤和也

全10回 第1木曜 19時〜21時 オンライン開催
参加費　33,000円

臨床心理士・公認心理師

（前年度学校臨床or心理療法セミナー参加者 26,400円） 

ケースセミナー

ー「ちょっと聞いてほしい」をシェアしていく語り場ー
講師 佐藤弘

全10回 第3日曜 10時〜12時 ハイブリッド開催
参加費　27,500円

臨床心理士・公認心理師

（前年度箱庭グループ参加者・ケースセミナー参加者・
今年度同時申込み・学生 24,750円） 

-申込みが受理されますと、折り返しメールにて参加書をお送りします。
-当カウンセリングルームからの案内にしたがって、参加費を期日までに所定の銀行口座にお振込みください。
　※参加費納入期限：2026年5月8日(金) [5月･10月で分割も可能]
-定員を超えた場合、先着順となります。
-複数のコース、グループへのご参加も大歓迎です。
-一度申込みされたあとでキャンセルされる場合は2026年5月1日(金)までにご連絡ください。
-参加費は原則返金できません。やむを得ない事情での取り消しはセミナー開始前にご相談ください。



進　　行：初回,人見がイントロダクションとして入門的な講義を行う.他は事例検
　　　　　討会とするが,必要に応じて文献を読むこともあり得る.
　　　　　包括システムの検討時はゲスト講師参加の可能性あり.

　日　   程：①6/16 ②7/21 ③8/18 ④9/15 ⑤10/20 ⑥12/15 ⑦2/16 ⑧3/16  

精神分析的心理療法入門セミナー
「発達障害へのアプローチ」（Aコース）

ロールシャッハ法・事例検討セミナー（Bコース）

連想テキスト法による事例検討コース（Cコース） 精神分析的心理療法応用セミナー
「精神分析とトラウマの現在」（Dコース）

学校臨床セミナー ワークディスカッション・グループ 心理療法セミナー 
心理療法導入以前の関わりについて学ぶ（愛着障害）

通いのエンカウンターグループ

　　備　   考：どこかで特別講師吉村聡先生(上智大学)をお招きして特別セミナーを開催し
ます.特別セミナーのみハイブリッド開催.一般参加可能･Bコース受講者は費
用なし.

定　　員：8名（5名以上で開講）
参加対象：守秘義務を守れる方.職種経験を問わず,医療,教育,福祉,産業など幅広
　　　　　い分野の援助職の方が対象.

　　日 　  程：①5/15 ②6/19 ③7/17 ④8/21 ⑤10/16 ⑥11/20 ⑦2/19 ⑧3/19  

　　講師より：連想テキスト法は,講師から学ぶというスタンスではなく,自分自身の連
想を大事にするやり方です.他の参加者の連想も十分に聴けるので,学び
は大きいと思います.初心者こそ適したやり方だと言えます.ぜひご参加
下さい.

テ キ ス ト：「精神分析とトラウマ」平井正三･櫻井鼓編著 2025 金剛出版
参考文献：「心的外傷と回復」 ｼﾞｭﾃﾞｨｽ･ﾊｰﾏﾝ（中井久夫訳) 1996 みすず書房
                「トラウマを抱える子どものこころを育むもの」 ｸﾞﾚｲｱﾑ･ﾐｭｰｼﾞｯｸ著（鵜飼奈津　
　　　　　子他監訳）2022 誠信書房
進　　行：テキストを分担してレジュメを発表.詳細なレジュメは必要ない.後半は
　　　　　参加メンバーが持ち回りで臨床素材を提示しディスカッション.
定　　員：15名（6名以上で開講）
参加対象：精神分析的臨床に関心がある方,トラウマに関心がある方. 

　日　   程： ①5/8 ②6/12 ③9/11 ④10/9 ⑤12/11 ⑥1/8 ⑦2/12 ⑧3/12               

　　講師より：精神分析とトラウマの関係を探っていくために,古典的名著のﾊｰﾏﾝも取り上げ,精神分
析の相対化も目指します.また,ﾐｭｰｼﾞｯｸらの最先端の治療プロセスも参照し,日々の臨
床を考えていきます.「応用セミナー」ですが初心者でも参加可能です.
具体的なスケジュールは参加希望者にお伝えします.

参考文献：「ワーク・ディスカッション 心理療法の届かぬ過酷な現場で生き残る方法とその
　　　　　実践」ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ﾗｽﾃｨﾝ,ｼﾞｮﾅｻﾝ･ﾌﾞﾗｯﾄﾞﾘｰ編 鈴木誠,鵜飼奈津子監訳 
　　　　　2015 岩崎学術出版社
               「ワークディスカッション入門」山村真 2025 金剛出版

　　講師より：今年度も引き続き開講します.メンバー間のざっくばらんなやり取りを
通して事例を奥深く理解していきます.多忙な学校職場から離れ,それぞ
れのメンバーがじっくりと事例を考えるキャパシティを育んでいきま
す.

　　日 　  程： 全10回 毎月第4木曜日（5月から開始・12月はお休み）

テ キ ス ト：「愛着トラウマケアガイド 共感と承認を超えて」岩壁茂監修,工藤由佳著 2024 
　　　　　金剛出版

　日　   程：全10回 毎月第1木曜日（6月から開始）

　　講師より：心理療法導入以前のセラピストの仕事について取り上げます.愛着トラウマを
抱え,他者との関係作りに困難を抱える方とどう繋がることができるか,どのよ
うに心理療法の基盤を作っていくかに焦点を当てた内容です.各現場で,愛着に
問題を抱える方々との信頼関係作りに苦慮しておられる方が多いと思います.
私たちの姿勢や関わり方についての理解を深めていきます.

テ キ ス ト：「ロールシャッハ・テスト‐包括システムの基礎と解釈の原理」ｼﾞｮﾝ･E･ｴｸｽﾅｰ著 
　　　　　中村紀子,野田昌道翻訳 金剛出版
参考文献：「ロールシャッハ・テスト講義Ⅰ 基礎篇」中村紀子著 金剛出版
　　　　　「ロールシャッハ・テスト講義Ⅱ解釈篇」中村紀子著 金剛出版

　　日 　  程： ①5/22　 ②6/26　 ③7/24　④9/25   ⑤10/23  
⑥11/27  ⑦12/25  ⑧1/22　⑨2/26　⑩3/26

ロールシャッハ・包括システム事例検討セミナー

　　講師より： 前半で施行法から解釈の仕方をおさらいし,後半は皆さんから事例を募り検
討していきます.データからその人らしさや関わり方がイメージできることを
目指します.日常言語を使いながら進めていきますので,どうぞお気軽にご参
加ください.

進　　行：対面開催（会場：みとカウンセリングルームどんぐり）
定　　員：6名（3名以上で開講）

　　日 　  程： ①5/10　②6/14　③7/12　④8/9  ⑤9/13  ⑥10/11

　　講師より：日ごろ感じていること,気になっていること,大切に思っていることなど
をゆっくりと話し合いませんか.
話を真剣に聴いてくれる人と,お互いを尊重しあう雰囲気と,秘密を守る
ルールがあれば,私たちは安心して自分を語れますし,それを通して自己
理解,他者理解,対人援助の姿勢などを深めることができると思います.
そうしたことをC.ロジャーズは,エンカウンターグループ（出会いのグ
ループ）として提唱し,日本でも長い歴史があります.
カウンセリング,教育,医療,福祉など対人援助に関わっている方々のご
参加をお待ちしています.

援助者のための箱庭療法グループ

　日 　  程：①5/17　②6/7　 ③7/5　  ④9/6   ⑤10/4  
⑥11/1　⑦12/6  ⑧1/10　⑨2/7　⑩3/7

　講師より：援助者自身がゆさぶられやすく,被援助者との関わりに「これでいいのだろ
うか」と思われる方は,この箱庭療法によるトレーニングがお勧めです.言
葉や考えの「もと」となる私自身の「ぴったり感」や,遊びながら「抱えら
れた」体験を,箱庭療法を通してしっかり掴んでいくことが,援助の助け[羅
針盤]となるでしょう.

ケースセミナー
ー「ちょっと聞いてほしい」をシェアしていく語り場ー

進　　行：ハイブリッド開催（会場：みとカウンセリングルームどんぐり）
定　　員：8名（4名以上から開講）
参加対象：ひろく援助職についておられる方,また,その分野を学んでいる学生,守秘　　
　　　　　義務を遵守できる方.

　　日 　  程：①5/24    ②6/21    ③7/26  ④9/27  ⑤10/18
⑥11/15  ⑦12/20  ⑧1/24  ⑨2/21  ⑩3/21

　　講師より： 通常の事例検討会では,時として発表者が傷つけられてしまうこともあり,他の
参加者もいたたまれなくなってしまう場面があるように思います.その影響か
どうかはわかりませんが,近年事例検討の場が少なくなっているように思いま
す.その一方で,事例で困っている方々の声を耳にします.そのような不幸を減ら
すために,まずは発表者が安全に,そして,安心して,援助についての手がかりを
収穫できる事例検討会になるよう講師は奉仕したいと思います.ですので,発表
の形式は問いません.ちょっと聞いてほしい思いを話していただくことで,日ご
ろ皆さんが感じている大切なことをシェアしていける場にしたいと思います.

　　講師より：事例検討を通してロールシャッハ法の醍醐味を学びましょう.全くの初心者か
ら学会発表などを視野に入れる方も歓迎します.

テ キ ス ト：「｢共感｣からはじめる発達障害のある子どもの支援」植木田潤著
　　　　　2023 中央法規

　　日　   程：①5/12  ②6/9  ③7/14  ④9/8  ⑤10/13  ⑥12/8  ⑦2/9  ⑧3/9 

　講師より：テキストを人見が解説し,時間があれば参加者で討論します.基本的にテ
キストを事前に読んでおいていただければ,受身的にお聴きになる形の参
加でも問題ありません.
具体的な進行については,受講希望者にお伝えします.

進　　行：講師がテキストを解説. 
定　　員：25名（10名以上で開講）
参加対象：心理職や教育職,児童関係の方を中心に広く支援者の方.　

定　　員：15名（8名以上で開講）
参加対象：ロールシャッハ法に関心があり,守秘義務を守れる方.片口法か包括シス　　　
　　　　　テムに準拠して記号等についての知識がある方.事例を出せなくてもオ
　　　　　ブザーバー参加は認める.

進　　行：初回,人見が連想テキスト法について解説する.なじみがない人でも,気 
　　　　　軽に参加できる事例検討会であることが理解できると思う.その後は事
　　　　　例検討を行う.
　　　　　対面開催（会場：みとカウンセリングルームどんぐり）

定　　員：8名（4名以上で開講･8名を越えたら同日14時〜追加グループ開催予定）
参加対象：ひろく援助職についておられる方,また,その分野を学んでいる学生,守秘
　　　　　義務を遵守できる方.

参考文献：「体験箱庭療法」「体験箱庭療法Ⅱ」 光元和憲著 山王出版
進　　行：参加者が実際に箱･砂･パーツに触れて,自由に置き,眺めていただく.
　　　　　箱庭療法を体験しながら一連の感覚やイメージをじっくり味わっていた
   　　　　だくワークショップ.
　　　　　対面開催（会場：みとカウンセリングルームどんぐり）

〒310-0802水戸市柵町1-3-25
     TEL･FAX 029-233-3322
     http://mitodonguri.com/

みとカウンセリングルーム

　　　　どんぐり
JR水戸駅から徒歩10分

進　　行：参加メンバーが持ち回りで臨床素材を提示しディスカッションする.
定　　員：8名（3名以上で開講,2025年度本セミナー参加者を優先します）
参加対象：学校で働く心理職や教育職の方で,守秘義務を守れる方(スクールカウ
　　　　　ンセラー,スクールソーシャルワーカー,教員等).

進　　行：テキストを予習し,当日は前半に文献のディスカッション,後半は参加メン
　　　　　バーが持ち回りで臨床素材を提示しディスカッションする.
定　　員：8名（3名以上で開講）
参加対象：守秘義務を遵守できる方.職種経験を問わず,医療,教育,福祉,産業など幅広
　　　　　い分野の援助職の方が対象.

進　　行：前半5回は講師による講義,後半5回は事例検討形式.GoogleMeet使用.
定　　員：10名（5名以上で開講）
参加対象：包括システムの基礎的な学習を修了していることが望ましいが,施行経
　　　　　験は問わない.定員超えの際は事例提供できる方を優先する.


